
 

 

「
佐
渡
養
順
宛
坪
井
信
良
書
簡
」
抜
粋
（
13
点
） 

 
現
代
語
訳 

 

①
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月
三
日
付
書
簡
（
番
号
「
一
〇
」

43
ペ
ー
ジ
） 

※
以
下
、
番
号
、
ペ
ー
ジ
数
は
、
宮
地
正
人
編
『
幕
末
維
新
風

雲
通
信
』
に
よ
る
。 

ポ
イ
ン
ト
【
ペ
リ
ー
来
航
一
ヶ
月
後
、
江
戸
の
混
乱
の
様
子
を

伝
え
る
】 

（
前
略
） 

 

さ
て
、
先
だ
っ
て
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
近
頃
江
戸
は
殊
の
外
騒

が
し
く
、
い
つ
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
か
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
公
方
様
（
十
二
代
家
慶
）
は
六
月
二
十
二
日
、
実
は
ご
他
界
さ
れ
、

未
だ
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ペ
リ
ー
の
異
国
船
騒
動
で
江
戸
城
内
が

大
混
乱
し
て
お
り
、
万
が
一
、
不
測
の
事
態
が
無
い
と
も
言
え
な
い
様

子
で
、
城
内
の
人
々
は
心
労
が
大
き
い
と
の
こ
と
で
す
。
何
や
ら
底
気

味
悪
い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
家
慶
様
に
は
お
子
様
が
無
く
、

側
室
（
妙
音
院
）
に
は
昨
年
お
誕
生
の
長
吉
郎
様
が
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
た
実
は
先
頃
ご
他
界
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
つ
い
て
は
次
期
将

軍
の
当
面
の
候
補
も
無
く
て
は
と
言
う
こ
と
に
て
、
或
い
は
紀
州
様
、

或
い
は
田
安
様
が
お
乗
り
込
み
に
な
る
な
ど
と
色
々
噂
が
一
方
な
ら

ず
、
何
れ
に
も
難
し
い
世
の
中
で
す
の
で
、
な
か
な
か
容
易
に
は
議
論

も
出
来
な
い
様
子
で
す
。
そ
の
う
ち
に
、
ま
た
ま
た
異
国
船
が
渡
来
し

た
の
で
、
今
度
は
い
よ
い
よ
江
戸
は
大
混
乱
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
で
す
の
で
、
（
私
の
も
と
で
学
ば
せ
て
い
た
）
秀
達
（
八
代
養

順
三
男
）
・
賢
隆
（
同
四
男
）
は
何
分
に
も
預
か
っ
て
お
く
に
は
心
配

で
す
の
で
、
市
久
（
市
野
屋
久
兵
衛
）
に
託
し
て
帰
郷
さ
せ
た
い
の
で

す
が
、
異
例
の
大
暑
で
す
の
で
、
と
て
も
道
中
も
難
儀
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
盆
後
に
早
々
出
発
さ
せ
、
今
月
中
か
来
月
初
め
頃
に
は
帰
郷
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
中
略
） 

 

さ
て
、
先
日
の
騒
動
を
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
と
の
ご
伝
言
で
す
が
、

こ
れ
は
な
か
な
か
そ
う
で
す
か
、
と
い
う
訳
に
は
い
か
ず
、
た
だ
江
戸

二
百
年
来
無
か
っ
た
大
騒
動
と
い
う
よ
り
言
い
よ
う
が
無
く
、
か
の
天

草
の
乱
で
も
関
ヶ
原
の
乱
で
も
、
同
時
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
大
名
・
旗

本
皆
が
関
与
す
る
騒
動
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
に
な
っ
て
は
色
々

話
は
あ
り
ま
す
が
、
先
月
二
日
よ
り
船
が
渡
来
し
、
十
三
日
に
去
っ
て

い
っ
た
、
か
れ
こ
れ
十
日
余
り
の
心
配
・
混
雑
は
普
通
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
勿
論
、
武
具
商
売
、
米
屋
等
の
他
は
皆
々
商
売
を
休
み
、

武
家
は
一
々
門
の
出
入
り
を
厳
し
く
し
、
一
人
も
緊
急
の
他
は
外
出
を

禁
止
し
て
い
た
の
で
、
十
二
日
、
十
三
日
頃
は
私
も
仕
事
で
日
本
橋
辺

り
を
通
行
し
ま
し
た
が
、
荷
物
を
背
負
う
者
も
一
人
も
無
く
、
釣
り
船

一
艘
も
無
く
、
武
士
に
は
一
人
も
会
わ
ず
、
町
は
両
側
共
皆
々
商
売
を

休
ん
で
い
ま
し
た
。 

（
中
略
） 

ア
メ
リ
カ
よ
り
三
ヶ
条
の
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
交
易 

二
、
土
地 

三
、
縁
結
び
（
友
好
条
約
） 

右
の
様
に
島
で
は
な
い
土
地
を
拝
借
し
て
交
易
場
を
開
き
、
且
つ
兄

弟
の
盟
約
を
結
び
、
そ
の
為
、
ご
親
族
の
内
、
男
女
に
関
わ
ら
ず
貰
い

受
け
た
い
と
申
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
右
の
い
ず
れ
も
相
談
出
来

な
い
こ
と
で
、
右
の
願
書
は
浦
賀
に
て
取
り
次
い
だ
の
で
、
当
年
中
に

返
書
を
取
り
に
来
る
と
の
こ
と
で
す
。
八
月
か
或
い
は
来
春
に
来
る
と

の
こ
と
で
す
。
さ
て
、
右
の
願
い
は
一
条
も
認
可
は
で
き
な
い
と
の
命

令
が
あ
ろ
う
し
、
そ
う
な
る
と
唯
々
諾
々
と
去
っ
て
い
く
と
は
考
え
づ

ら
く
、
必
ず
戦
争
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
皆
は
心
痛
し
て
お
り
ま
す
。
数

百
年
、
天
下
太
平
の
惰
眠
を
貪
っ
て
き
た
民
衆
は
、
戦
争
に
な
れ
ば
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
も
の
か
、
心
配
し
て
い
ま
す
。 

 

色
々
な
面
白
い
話
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
憚
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。 

 

要
す
る
に
、
（
将
軍
の
）
運
が
衰
え
、
徳
が
薄
い
と
落
涙
し
て
い
る

ば
か
り
な
の
で
す
。
こ
の
頃
は
中
国
の
宋
時
代
中
期
の
よ
う
な
乱
世
と

言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

 

右
は
ご
一
読
さ
れ
た
ら
、
燃
や
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

②
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月
十
二
日
付
書
簡
（
番
号
「
一

一
」
47
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
異
国
船
騒
ぎ
で
弟
二
人
を
帰
郷
さ
せ
て
い
る
】 

（
前
略
） 

 

さ
て
、
秀
達
（
信
良
次
弟
）
は
八
月
ま
で
江
戸
留
学
の
期
限
で
す
。

平
常
で
あ
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら
願
い
出
て
、
一
日
も
長
く
留
め
置
き
た
い

の
で
す
が
、
異
国
船
騒
ぎ
に
付
き
江
戸
は
殊
の
外
騒
々
し
く
、
い
つ
ど

ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
分
か
ら
ず
心
配
で
し
ょ
う
か
ら
、
先
の
配
達
便

の
市
久
（
市
野
屋
久
兵
衛
）
か
ら
申
し
上
げ
さ
せ
ま
し
た
お
返
事
も
待

た
ず
に
、
帰
る
よ
う
に
取
り
計
ら
い
ま
し
た
。
何
分
に
も
僅
か
な
日
数

で
し
た
の
で
勉
学
も
上
達
さ
せ
て
や
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
私
も
多

忙
で
一
日
の
暇
も
無
く
、
こ
れ
を
記
す
遊
学
も
で
き
ず
、
今
さ
ら
残
念

の
至
り
で
す
。 

（
中
略
） 

八
月
に
は
異
国
船
が
又
々
渡
来
し
て
く
る
と
い
う
風
聞
が
あ
り
ま

す
の
で
、
迎
え
に
来
る
の
を
待
て
ば
ど
う
か
と
心
配
で
す
。
つ
い
て
は

賢
隆
（
信
良
三
弟
）
も
一
緒
に
帰
省
さ
せ
ま
し
た
。
何
分
に
も
人
々
の

気
配
が
不
穏
な
世
間
に
な
り
ま
し
た
。
皆
合
戦
の
支
度
を
の
み
で
す
。 

武
具
馬
具
屋
、
ア
メ
リ
カ
様
と
そ
っ
と
言
う 

 

諸
大
名
家
で
は
俄
か
に
鉄
砲
を
製
造
し
て
調
練
し
て
大
混
乱
で
す
。 

 
 

ア
メ
リ
カ
が
来
て
も
日
本
は
筒
が
な
し
（
恙
な
し
） 

 

す
で
に
芝
の
辺
り
、
鉄
砲
洲
辺
り
の
町
家
は
避
難
命
令
が
出
て
い
ま

す
。
中
々
言
葉
に
は
言
い
尽
く
す
の
は
難
し
い
混
乱
で
す
。 

（
後
略
） 

 
 
 
 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

③
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月
十
六
日
付
書
簡
（
番
号
「
二

五
」
74
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
越
前
藩
の
奥
医
師
に
命
じ
ら
れ
る
】 

（
前
略
） 

 

私
は
今
月
十
四
日
、
思
い
も
よ
ら
ず
越
前
藩
の
奥
医
師
に
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
即
刻
、
殿
様
（
十
六
代
越
前
藩
主
松

平
春
嶽
）
に
拝
謁
を
命
じ
ら
れ
、
翌
十
五
日
は
奥
様
に
初
め
て
拝
謁
し
、

す
ぐ
さ
ま
診
察
を
命
じ
ら
れ
、
諸
事
滞
り
な
く
終
え
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
ご
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
且
つ
又
、
昨
年

来
命
じ
ら
れ
て
い
た
種
々
の
翻
訳
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
お
礼
と
し
て

中
国
製
の
堆
黒
筆
立
一
つ
、
同
じ
く
中
国
製
の
堆
黒
文
鎮
二
つ
、
大
筆

五
本
等
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
た
だ

今
ま
で
は
、
新
参
で
し
た
の
で
、
表
医
末
席
で
し
た
が
、
突
然
奥
医
師

に
列
し
た
の
は
、
（
春
嶽
公
の
）
ご
指
示
に
よ
る
と
の
こ
と
で
す
。
但

し
勤
め
向
き
は
今
ま
で
通
り
至
っ
て
暇
で
す
。
唯
々
ご
容
体
が
悪
く
な

っ
た
時
の
み
診
察
を
命
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
誠
に
破
格
の
こ
と
で
、

勿
体
な
い
く
ら
い
有
り
難
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
二
十
八
日
に

は
、
（
福
井
へ
）
ご
出
発
に
な
る
よ
う
で
す
。
お
留
守
に
な
れ
ば
、
特

に
御
用
は
無
く
、
唯
奥
様
お
一
人
の
み
に
な
る
の
で
す
が
、
至
っ
て
お

健
や
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

④
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
十
日
付
書
簡
（
番
号
「
四
八
」

115
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
越
前
藩
主
・
松
平
春
嶽
に
拝
領
し
た
ガ
ラ
ス
酒
杯

な
ど
を
高
岡
へ
贈
っ
て
い
る
】 

（
前
略
） 

 

貴
方
様
の
お
祝
い
と
し
て
お
菓
子
一
品
を
お
贈
り
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
た
く
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
家
族
一
同
、
厚
く
お
礼
を
申

し
て
お
り
ま
す
。
つ
い
て
は
硝
子
酒
杯
三
組
一
箱
、
並
び
に
コ
ッ
プ
一

個
（
魚
子
織
の
反
物
一
反
も
添
え
て
）
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

私
よ
り
の
少
し
ば
か
り
の
お
祝
い
の
印
で
す
。
こ
れ
に
て
ご
一
献
を
傾

け
て
頂
け
た
ら
本
懐
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
何
分
に
も
多
年
帰
郷
も
し
て
お
ら
ず
、
恐
縮
に
存
じ
ま

す
。
母
か
ら
の
書
簡
は
あ
り
が
た
く
、
こ
れ
ま
た
お
礼
を
申
し
上
げ
て

く
だ
さ
い
。 

（
中
略
） 

 

近
頃
下
田
へ
フ
ラ
ン
ス
船
一
艘
渡
来
し
、
程
な
く
ア
メ
リ
カ
・
ペ
リ

ー
よ
り
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
へ
書
簡
を
送
る
飛
脚
船
が
渡
来
し

ま
し
た
。
し
か
し
世
間
で
は
聴
き
慣
れ
た
か
ら
か
、
と
ん
と
話
も
し
ま

せ
ん
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑤
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
二
十
一
日
付
書
簡
（
番
号
「
六

三
」
143
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
越
前
へ
一
年
間
の
勤
務
命
令
が
出
て
、
困
惑
し
て

い
る
】 

（
前
略
） 

 

さ
て
、
前
の
手
紙
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
私
は
来
年
一
年
間
、

越
前
で
の
勤
務
と
内
定
し
た
そ
う
で
す
。
未
だ
し
っ
か
り
と
は
ご
命
令

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
臣
三
人
よ
り
内
意
を
伺
い
ま
し
た
。
今
月
二
日

に
あ
っ
た
江
戸
の
安
政
大
地
震
の
一
件
に
付
い
て
も
殊
の
外
迷
惑
の

至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
分
主
君
の
命
令
で
す
の
で
黙
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
一
つ
に
（
高
岡
へ
の
）
帰
省
の
内
願
を
聞
き
届
け
ら
れ
た
の

で
す
が
、
先
々
は
ど
う
な
る
の
か
は
命
令
次
第
に
す
る
積
り
で
す
。
私

は
何
事
も
無
く
生
計
を
た
て
て
い
て
さ
え
年
来
の
負
債
は
今
も
返
済

し
兼
ね
て
困
っ
て
い
ま
す
が
、
一
年
も
留
守
に
し
て
は
、
そ
の
内
家
族

は
生
計
の
方
法
に
困
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑥
安
政
四
年
（
一
八
五
七
） 

月
不
明
書
簡
別
紙
（
番
号
「
六

六
」
152
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
が
仲
介
し
た
大
統
領
ピ

ア
ー
ス
の
将
軍
家
定
宛
親
書
→
公
式
翻
訳
と
相
違
→
信
良
が

独
自
に
入
手
し
て
翻
訳
し
た
か
？
】 

（
米
国
大
統
領
親
書
／
安
政
四
年
十
月
来
朝
シ
テ
呈
ス
ル
書
翰
和
解
） 

 
 

ア
メ
リ
カ
よ
り
差
し
上
げ
た
書
簡
和
訳 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ピ
ア
ー
ス 

日
本
の
将
軍
様
に
こ
の
書
簡
を
呈
し
ま
す
。 

大
良
友 

合
衆
国
と
日
本
と
の
間
に
、
結
ん
だ
条
約
を
修
正
し
て
、
将
軍
様
の
大

国
と
合
衆
国
と
お
び
た
だ
し
い
諸
産
物
の
貿
易
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も

大
い
に
し
や
す
い
よ
う
取
り
決
め
を
致
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、

私
は
こ
の
件
に
つ
い
て
貴
国
の
外
国
奉
行
、
或
は
そ
の
他
、
殿
下
の
選

任
す
る
役
人
と
会
議
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
書
簡
の
使
い
と
し
て
我
が

国
の
高
貴
で
威
厳
あ
る
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
を
選
び
ま
し
た
。
た

だ
し
こ
の
者
は
合
衆
国
の
総
領
事
と
し
て
将
軍
様
の
外
国
奉
行
の
信

用
を
受
け
ま
し
た
。 

私
は
合
衆
国
よ
り
日
本
と
の
親
交
を
篤
く
し
て
、
か
つ
永
続
さ
せ
、

兼
て
両
国
の
利
益
の
為
に
通
商
の
関
係
を
強
く
す
る
条
約
の
趣
旨
に

つ
い
て
、
奉
行
、
或
い
は
そ
の
他
の
役
人
が
同
意
す
る
こ
と
は
疑
い
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
将
軍
様
は
親
切
に
高
貴
で
威
厳
あ
る
ハ
リ
ス
を
待

遇
し
て
、
私
の
為
に
将
軍
様
に
申
し
上
げ
る
旨
を
十
分
信
用
し
て
も
ら

う
こ
と
、
私
は
疑
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
神
の
将
軍
様
が
安
全
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
神
に
祈
念
し
ま

す
。 私

は
こ
の
事
に
合
衆
国
印
を
添
え
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
於
て
自
ら

サ
イ
ン
し
ま
し
た
。 

千
八
百
五
十
五
年
九
月
十
二
日 

大
統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ピ
ア
ー
ス 

 

国
務
長
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ー
シ
ー 

 

ア
メ
リ
カ
使
節
謁
見
の
際
、
発
言
趣
旨
和
訳 

（
中
略
） 

 
 
 

総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑦
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
三
日
付
書
簡
（
番
号
「
一
〇

〇
」
217
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
禁
門
の
変
の
詳
細
を
伝
え
る
】 

（
前
略
） 

 

さ
て
、
近
頃
世
情
は
と
に
か
く
不
穏
で
、
毎
年
毎
月
珍
事
が
起
こ
り
、

た
だ
道
徳
が
衰
え
、
乱
れ
た
世
に
な
っ
て
お
り
、
恐
れ
る
外
は
あ
り
ま

せ
ん
。
七
月
十
八
日
夜
、
京
都
に
お
い
て
変
事
が
あ
り
ま
し
た
。
長
州

人
が
皇
居
の
門
（
禁
門
）
を
攻
撃
し
、
兵
火
が
起
こ
り
、
市
中
の
大
部

分
が
類
焼
し
、
二
十
一
日
に
至
っ
て
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
き
っ
と
高
岡
で
も
種
々
風
評
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
以
前
よ
り

色
々
入
り
込
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
長
州
藩
主
父
子
が
入
京
を
禁

じ
ら
れ
、
そ
の
後
福
原
越
後
と
い
う
者
が
伏
見
ま
で
来
て
、
種
々
嘆
願

し
て
い
る
内
、
益
田
右
衛
門
ほ
か
国
司
信
濃
等
が
後
よ
り
来
て
合
流
し
、

い
よ
い
よ
強
訴
に
及
び
、
事
が
成
ら
な
い
と
み
る
や
禁
門
を
攻
撃
し
ま

し
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
は
貴
族
や
大
名
の
中
に
は
応
援
す
る
者
が
少

な
か
ら
ず
お
り
、
中
国
・
四
国
の
諸
大
名
に
も
賛
同
し
て
い
る
者
が
結

構
お
り
、
事
が
発
動
し
て
も
、
元
々
奇
謀
・
策
略
が
不
一
致
で
、
福
原

も
戦
死
（
訳
者
注
：
実
際
は
負
傷
）
、
益
田
は
切
腹
（
注
：
実
際
は
敗

走
）
、
長
州
兵
も
多
く
死
ん
で
、
国
司
は
逃
げ
去
り
未
だ
行
方
が
知
れ

ず
で
す
。
こ
の
こ
と
に
付
い
て
残
党
に
罰
が
与
え
ら
れ
、
長
州
藩
に
追

討
令
が
発
せ
ら
れ
、
西
国
の
中
国
・
四
国
合
わ
せ
て
二
十
二
の
大
名
家

に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
未
だ
進
発
の
日
時
、
並
び
に
手
配
等
は

評
議
中
で
す
。
こ
の
内
に
お
味
方
か
ど
う
か
は
分
か
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
貴
族
や
大
名
の
中
で
大
き
い
家
は
十
八
家
、
皆
長
州
に
同
情
し
て

お
り
、
既
に
火
災
中
に
頻
り
に
（
天
皇
へ
長
州
へ
の
）
お
移
り
を
勧
め

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
御
所
内
へ
長
州
兵
を
引
き
入
れ
る
こ
と
な
ど
は
、

鷹
司
殿
・
九
条
殿
が
始
め
た
計
略
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
州
藩
邸
は
京

都
・
河
原
町
に
あ
り
、
ま
た
嵯
峨
天
龍
寺
に
あ
り
、
伏
見
蔵
屋
敷
に
は

軍
勢
が
い
ま
す
。
そ
の
他
諸
所
に
散
乱
す
る
者
が
一
時
に
頓
挫
し
、
手

配
に
齟
齬
が
あ
り
ま
し
た
。
御
所
内
の
御
花
畑
の
側
、
並
び
に
鷹
司

殿
・
九
条
殿
邸
内
へ
潜
伏
し
た
者
が
ま
ず
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

御
所
の
堺
町
御
門
は
我
が
越
前
藩
の
警
固
場
で
し
た
。
戦
意
は
無
く
、

死
傷
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
攻
防
が
色
々
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
会
津
・

彦
根
藩
の
加
勢
が
来
た
の
で
勝
利
を
得
ま
し
た
。
鷹
司
殿
邸
は
浪
士
自

ら
砲
火
を
放
ち
、
九
条
邸
は
我
が
砲
火
で
焼
け
ま
し
た
。
長
州
藩
伏
見

屋
敷
へ
は
会
津
・
彦
根
藩
の
軍
勢
が
押
寄
せ
、
火
を
放
っ
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
自
ら
火
を
放
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。
鳥
羽
街
道
、
竹
田
街
道
、

嵯
峨
道
な
ど
の
諸
方
で
戦
争
が
あ
り
ま
し
た
。
死
傷
者
総
計
は
未
だ
不

明
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、
京
都
市
中
の
火
勢
は
一
段
と
拡
が
り
、
混
在

は
察
し
て
く
だ
さ
い
。
二
十
一
日
に
至
っ
て
始
め
て
消
火
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
諸
道
の
雑
踏
は
ひ
ど
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

（
中
略
） 

 

前
述
し
た
通
り
、
こ
の
度
の
長
州
の
一
件
、
た
だ
事
で
は
な
い
一
大

事
件
で
す
の
で
、
こ
の
上
の
ご
処
置
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
何
分

西
国
・
四
国
の
二
十
一
諸
侯
に
追
討
令
が
出
て
、
総
大
将
（
総
督
）
は

紀
州
藩
主
・
徳
川
茂
承
（
も
ち
つ
ぐ
）
様
、
副
将
（
副
総
督
）
は
我
が



 

 

君
〔
越
前
藩
主
・
松
平
茂
昭
（
も
ち
あ
き
）〕
公
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

状
況
に
よ
り
ご
親
征
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑧
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
十
八
日
付
書
簡
（
番
号
「
一

〇
六
」
239
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
幕
府
奥
医
師
に
任
命
さ
れ
法
眼
に
。
感
激
し
つ
つ

も
勤
務
と
出
費
の
苦
労
な
ど
を
伝
え
る
】 

 

元
治
元
年
十
一
月
五
日
、
医
学
に
出
精
し
て
い
る
こ
と
（
将
軍
の
）

お
耳
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
つ
い
で
の
時
に
ご
拝
謁
命
令

が
下
る
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

同
十
一
月
十
五
日
、
ご
拝
謁
命
令
が
あ
り
、
丸
薬
一
包
を
献
上
し
ま

し
た
。 

 

同
十
一
月
二
十
一
日
、
新
規
採
用
と
な
り
、
三
十
人
扶
持
を
与
え
ら

れ
、
奥
医
師
に
命
じ
ら
れ
、
勤
務
す
る
内
に
二
百
俵
高
に
差
額
支
給
、

外
に
御
番
料
二
百
俵
を
与
え
ら
れ
る
と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

同
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
三
日
間
は
見
習
い
と
し
て
、

診
察
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

同
二
十
六
日
は
見
習
い
宿
直
で
し
た
。 

 

十
二
月
一
日
は
初
め
て
の
勤
務
当
番
で
し
た
。 

 

十
二
月
五
日
は
天
璋
院
様
を
初
め
、
御
方
々
様
に
ご
挨
拶
に
伺
い
、

同
八
日
は
清
水
新
御
殿
の
見
習
い
当
番
勤
務
で
し
た
。 

 

同
九
日
は
新
御
殿
で
初
当
番
で
し
た
。 

 

同
十
六
日
は
法
眼
の
位
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

（
中
略
） 

 

あ
あ
、
小
生
の
よ
う
な
低
い
身
分
の
者
が
、
何
と
い
う
大
幸
で
あ
ろ

う
か
。
堂
々
と
し
た
幕
府
の
家
臣
と
な
り
、
莫
大
な
給
料
を
頂
戴
し
、

高
位
に
叙
さ
れ
、
十
五
、
六
人
い
る
側
近
の
医
員
に
加
え
ら
れ
、
有
り

難
い
こ
と
こ
の
上
な
く
言
い
よ
う
も
な
い
。
唯
々
か
え
っ
て
恐
ろ
し
く

勿
体
な
い
こ
と
で
す
。
殊
更
新
参
で
江
戸
城
内
に
は
諸
事
不
案
内
で
、

ど
の
様
な
不
調
法
が
無
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
の
で
、
夜
勤
明
け
で

帰
宅
し
た
ら
、
い
つ
も
大
い
に
疲
れ
て
グ
タ
リ
と
し
て
い
ま
す
。
さ
て

こ
れ
は
公
務
の
事
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
私
の
家
の
家
計
は
物
入
り
で
、

先
般
以
来
大
よ
そ
金
三
百
両
の
ほ
か
、 

金
七
両 

お
目
見
え
の
際
、
江
戸
城
内
下
馬
所
の
者
へ
の
祝
儀 

（
以
下
十
五
項
目
計
三
百
両
の
支
払
い
） 

一
ヶ
月
以
内
に
こ
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
々
こ
れ
に
て
一
旦
落
ち

着
き
、
来
年
よ
り
は
入
費
も
減
少
す
る
で
し
ょ
う
が
、
差
当
た
り
の
と

こ
ろ
、
以
前
よ
り
の
負
債
が
山
の
よ
う
に
あ
り
、
衣
服
等
も
大
い
に
従

来
と
は
違
う
の
で
呉
服
屋
へ
の
支
払
い
も
一
ヶ
月
の
内
八
十
両
ば
か

り
に
及
び
ま
し
た
。
さ
て
ま
た
有
り
難
い
こ
と
に
今
年
な
ど
は
米
価
が

高
騰
し
て
い
る
の
で
、
右
の
米
払
い
代
は
金
四
百
両
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
頂
戴
物
等
も
枚
挙
に
暇
な
く
、
そ
れ
故
来
年
中
に
は
今
度
の

入
費
は
取
り
戻
せ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ご
案
じ
な
さ
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
数
年
来
の
借
金
未
返
済
分
も
二
、
三
年
内
に
は
必
ず
清
算
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
追
々
本
郷
御
守
殿
（
加
賀
藩
十
三
代
斎
泰
夫
人
・
溶
姫
）
へ
も

度
々
拝
診
に
出
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
内
々
に
私
の
身
分
来

歴
を
詳
細
に
申
し
出
て
、
何
と
か
養
家
（
佐
渡
家
）
の
僅
か
な
名
誉
に

も
な
ら
な
い
か
と
思
い
、
や
は
り
高
岡
に
永
久
に
居
住
し
、
地
面
も
拝

領
し
、
毎
年
藩
主
様
お
通
り
の
際
に
は
拝
謁
し
、
年
々
帯
刀
を
許
さ
れ
、

町
医
師
総
取
締
と
か
、
或
い
は
町
支
配
を
脱
す
る
と
か
、
何
と
か
工
夫

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
但
し
こ
れ
は
現
在
の
秘
事
で
す
。
こ
の
よ

う
な
事
は
少
し
ず
つ
し
な
い
と
、
却
っ
て
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
が
良

く
あ
り
ま
す
。
結
局
こ
れ
は
私
欲
で
は
な
く
、
唯
生
み
の
親
へ
の
僅
か

な
報
恩
に
な
ら
な
い
か
と
の
思
い
の
み
で
す
。 

（
中
略
） 

 

私
も
以
後
は
や
は
り
臨
床
は
勤
め
ず
、
休
日
に
は
か
の
『
カ
ン
ス
タ

ッ
ト
』
の
出
版
（
翻
訳
）
を
生
涯
の
仕
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑨
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
二
十
三
日
付
書
簡
（
番
号
「
一

三
一
」
311
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
大
政
奉
還
と
な
り
、
今
後
戦
争
と
な
っ
て
も
心
配

は
無
用
で
あ
る
と
伝
え
る
】 

（
前
略
） 

 

さ
て
、
本
月
十
三
日
よ
り
京
都
に
て
一
大
珍
事
が
湧
き
起
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
某
侯
（
土
佐
前
藩
主
・
山
内
容
堂
）
よ
り
盛
ん
に
王
政
復
古
の

建
白
が
あ
り
、
遂
に
政
権
は
朝
廷
へ
お
返
し
な
り
ま
し
た
。
官
職
共
に

ご
返
上
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
々
一
朝
一
夕
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
空
が
曇
っ
て
暗
く
、
幕
臣
の
身
と
し
て
は
残
念
至
極
、
何
と
も
言

い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
人
心
が
動
揺
し
、
日
々
議
論

が
激
し
く
、
い
つ
何
事
が
起
こ
る
や
ら
、
速
や
か
に
江
戸
へ
帰
る
こ
と

に
な
る
や
ら
、
大
坂
に
下
る
こ
と
に
な
る
や
ら
、
今
度
御
所
よ
り
諸
侯

に
召
集
を
か
け
る
の
で
、
一
同
上
京
し
て
、
何
ら
か
の
評
議
に
な
る
の

か
、
中
々
凡
人
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
大
変
革
で
す
。
私
は
し
ょ
せ
ん

差
し
出
し
て
い
る
生
命
な
の
で
、
今
さ
ら
慌
て
は
し
ま
せ
ん
が
、
唯
有

事
の
時
に
は
（
慶
喜
公
に
）
お
供
す
る
迄
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

却
っ
て
心
安
く
思
っ
て
い
ま
す
。
万
一
戦
争
に
及
ん
で
も
、
将
軍
の
傍

に
い
ま
す
の
で
、
容
易
位
に
弾
丸
に
当
た
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
心
配

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
今
晩
に
も
事
が

起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
後
文
通
も
疎
遠
に
な
る

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑩
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
五
日
付
書
簡
（
番
号
「
一

三
二
」
３
１
４
ペ
ー
ジ
）（
別
紙
） 

ポ
イ
ン
ト
【
京
都
な
ど
で
巻
き
起
っ
た
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

の
詳
細
を
伝
え
る
】 

（
前
略
） 

 
 

慶
応
三
卯
年
十
一
月
朔
夜
記 

 

十
月
二
十
二
、
三
日
頃
よ
り
、
（
京
都
）
市
中
の
誰
言
う
と
な
く
、

某
町
の
某
屋
に
某
神
某
仏
の
御
札
が
天
か
ら
降
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ

し
て
連
日
い
ず
れ
の
町
に
も
、
誰
の
家
に
も
降
っ
た
。
ま
た
御
札
の
み

な
ら
ず
小
判
二
分
金
も
降
り
、
或
い
は
某
仏
の
木
像
・
銅
像
も
降
っ
た

と
い
う
。
右
の
様
で
あ
り
諸
神
仏
の
御
札
段
々
盛
ん
に
降
り
、
一
町
ご

と
に
三
軒
か
ら
五
軒
に
降
ら
な
い
所
は
な
い
。
或
い
は
一
家
で
二
枚
三

枚
を
拾
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
京
都
の
市
内
市
外
、
東
西
南
北
残
ら
ず

降
り
ま
し
た
。 

（
中
略
） 

 

そ
し
て
多
人
数
で
群
れ
を
な
し
、
或
い
は
紅
白
縮
緬
の
揃
い
の
半
纏

を
着
て
、
或
い
は
銘
々
が
思
い
付
く
装
い
で
、
娘
は
少
年
と
な
り
、
老

婆
は
娘
と
な
り
、
男
子
は
女
の
服
を
着
て
、
踊
り
回
り
、
誰
の
家
で
も

右
の
御
札
を
飾
り
置
い
て
い
る
所
に
舞
い
込
み
、
騒
ぎ
回
り
、
市
中
を

狂
い
行
く
一
群
一
群
が
連
続
し
、
そ
の
盛
ん
な
こ
と
、
祇
園
祭
な
ど
の

比
で
は
な
い
。
貧
富
大
小
の
差
別
も
な
く
悉
く
商
売
も
休
み
、
家
を
空

け
て
諸
方
へ
騒
ぎ
回
り
、
終
日
徹
夜
で
少
し
も
止
む
こ
と
が
な
く
、
歌

声
が
湧
く
よ
う
に
、
太
鼓
拍
子
木
の
音
は
雷
の
よ
う
で
あ
る
。
町
方
取

締
役
人
な
ど
が
制
し
て
も
一
向
に
耳
に
入
ら
ず
、
却
っ
て
大
人
数
で
取

り
囲
み
、
踊
り
を
勧
め
る
の
で
、
こ
れ
も
や
む
を
得
ず
、
手
踊
り
な
ど

を
し
て
そ
の
場
を
逃
れ
去
る
な
ど
、
奇
妙
な
こ
と
で
す
。
市
中
の
者
残

ら
ず
狂
気
の
よ
う
に
、
七
、
八
日
ま
る
で
夢
中
で
日
を
送
る
と
い
う
。 

（
中
略
） 

 

そ
の
御
札
は
何
と
い
う
こ
と
は
な
く
八
百
万
の
神
、
遠
近
の
諸
国
諸

仏
の
札
で
あ
る
。
誠
に
怪
し
い
こ
と
で
あ
る
。
更
に
怪
し
い
の
は
、
元
々

計
算
高
い
京
都
人
が
商
売
を
止
め
て
連
日
家
を
挙
げ
て
の
酔
狂
し
て

い
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
歌
は
、
「
カ
ミ
ハ
レ
、
カ
ミ
ハ

レ
、
ヤ
ブ
レ
タ
ラ
、
マ
タ
ハ
レ
、
ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
、
ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
イ

カ
、
ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
ー
イ
カ
」 

（
中
略
） 

 

伏
見
・
奈
良
な
ど
も
同
様
と
の
事
、
大
阪
は
ど
う
か
聞
い
て
い
ま
せ

ん
。
東
海
道
筋
、
大
井
川
の
西
の
宿
場
に
御
札
が
降
っ
た
と
い
う
の
は
、

七
、
八
月
頃
で
、
段
々
西
方
に
及
ん
だ
と
い
う
の
は
訝
し
い
。 

 

十
一
月
三
日
に
聞
い
た
話
に
、
准
后
御
所
へ
も
御
札
が
降
り
、
御
所

で
も
こ
れ
を
祭
っ
て
い
る
こ
と
が
盛
ん
だ
そ
う
で
す
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑪
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
十
七
日
付
書
簡
（
番
号
「
一

三
五
」
322
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
後
、
慶
喜
に
従
い
軍
艦
で
江
戸

へ
。
幕
府
の
凋
落
を
嘆
い
て
い
る
】 

（
前
略
） 

 

さ
て
、
先
月
二
十
五
日
、
大
坂
よ
り
お
手
紙
差
し
出
し
ま
し
た
通
り
、

十
二
月
十
二
日
よ
り
大
坂
に
下
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
時
勢
は
日

を
追
う
ご
と
に
危
険
に
な
り
、
正
月
三
日
よ
り
伏
見
に
お
い
て
戦
争
が

始
ま
り
、
連
日
、
幕
府
軍
（「
東
官
軍
」）
大
敗
。
大
坂
城
も
危
な
く
な

り
、
伏
見
市
中
、
淀
・
市
川
・
枚
方
等
、
残
ら
ず
薩
摩
兵
に
放
火
さ
れ
、

幕
府
軍
（「
官
軍
」）
の
死
傷
者
は
数
が
知
れ
ま
せ
ん
。
仕
方
な
く
上
様

（
慶
喜
）
は
正
月
七
日
暁
、
ご
乗
船
に
て
、
お
忍
び
の
よ
う
に
し
て
、

私
等
お
供
し
て
、
当
十
二
日
に
無
事
江
戸
に
着
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
次
第
で
す
の
で
、
唯
々
素
っ
裸
に
て
単
身
お
供
し
た
だ
け
の
事
で
す
。

荷
物
等
は
一
式
残
ら
ず
京
都
・
大
坂
に
て
焼
失
し
た
や
ら
、
紛
失
し
た

や
ら
、
未
だ
一
向
に
わ
か
り
ま
せ
ん
。
江
戸
へ
帰
っ
て
来
た
と
は
い
え
、

素
っ
裸
で
す
の
で
本
当
に
苦
し
み
疲
れ
果
て
ま
し
た
。
物
議
が
紛
々
お

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
何
日
か
は
何
事
も
無
く
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
今
の
形

勢
で
は
、
い
よ
い
よ
京
都
の
方
は
勢
い
が
盛
ん
な
の
は
薩
摩
・
長
州
・

芸
州
（
広
島
藩
浅
野
家
）
は
勿
論
、
尾
州
（
尾
張
徳
川
家
）・
紀
州
（
紀

伊
徳
川
家
）・
越
前
等
は
皆
京
都
方
。
熊
本
（
細
川
家
）・
鍋
島
（
佐
賀

藩
）・
加
州
（
加
賀
藩
）
等
は
中
立
、
大
よ
そ
七
、
八
分
は
京
都
方
で
、

江
戸
方
は
二
、
三
分
ば
か
り
で
す
。
何
分
に
も
始
め
の
程
は
薩
摩
人
が

大
い
に
乱
暴
し
て
い
た
の
で
、
諸
藩
は
呆
れ
果
て
、
決
心
し
か
ね
て
い

る
内
に
、
長
州
人
が
上
京
し
て
以
来
、
諸
々
の
願
い
は
全
て
正
大
に
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
却
っ
て
幕
府
の
大
損
害
に
な
り
ま
し

た
。
既
に
仁
和
寺
宮
（
小
松
宮
彰
仁
親
王
）
様
が
征
討
大
将
軍
に
任
命

さ
れ
、
近
日
江
戸
へ
進
軍
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
幕
府
軍
（「
東
人
」）

は
器
械
は
多
く
か
つ
精
密
で
あ
り
、
人
材
も
多
く
、
兵
糧
・
金
銀
も
多

く
、
兵
士
は
皆
、
死
を
恐
れ
ず
奮
戦
し
て
い
る
。
従
っ
て
戦
い
は
敗
れ

る
の
は
、
実
に
怪
し
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
何
か
。
あ
る
人
曰

く
、
命
令
が
一
つ
で
は
な
く
、
賞
罰
が
不
正
で
、
意
見
を
言
っ
て
も
行

わ
れ
ず
、
実
行
す
る
と
こ
ろ
は
機
を
逸
し
て
い
る
か
ら
な
ど
が
理
由
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
悪
習
は
一
大
変
革
し
な
い
内
は
、
江
戸
城

も
不
安
定
で
、
有
志
の
人
は
臥
薪
嘗
胆
、
切
歯
扼
腕
し
て
、
各
々
そ
の

職
務
に
尽
力
し
、
死
あ
る
の
み
、
と
覚
悟
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
知
り

ま
せ
ん
。
私
は
戦
地
に
臨
む
仕
事
で
は
な
い
の
で
安
心
と
は
い
う
も
の

の
、
日
夜
不
平
不
快
の
こ
と
を
見
聞
き
し
、
懊
悩
・
憤
懣
に
堪
え
ま
せ

ん
。
慰
み
に
た
だ
酒
を
呑
み
、
放
言
す
る
の
み
で
す
。
金
銀
は
融
通
し

て
お
ら
ず
、
物
価
は
上
が
り
、
強
い
者
が
勝
ち
、
弱
い
者
が
他
に
制
せ

ら
れ
ま
す
。
い
つ
日
光
と
か
甲
州
と
か
へ
お
供
し
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最
大
の
悩
み
は
、
人
心
離
反
で
す
。
こ
の

時
に
当
た
っ
て
君
主
た
る
者
英
断
・
果
断
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

あ
あ
、
古
今
万
国
無
比
の
滅
亡
の
仕
方
で
、
さ
て
さ
て
遺
憾
と
も
、
残

念
と
も
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
加
州
候
も
京
都
よ
り
召
集
を
命
じ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
は
大
い
に
薩
摩
人
を

助
け
ま
し
た
。 

 

十
二
月
二
十
三
日
、
江
戸
城
二
の
丸
が
焼
失
。
当
時
は
西
の
丸
だ
け

で
急
に
慶
喜
公
が
帰
還
さ
れ
た
の
で
、
殊
の
外
大
混
乱
で
し
た
。
同
二

十
五
日
、
江
戸
の
薩
摩
藩
邸
を
焼
打
ち
、
船
一
艘
を
破
壊
し
ま
し
た
。

正
月
六
日
、
幕
府
軍
（「
官
軍
」）
大
坂
に
て
薩
摩
の
船
一
艘
を
撃
沈
し
、

も
う
一
艘
は
そ
れ
を
知
り
逃
げ
ら
れ
な
い
と
思
い
自
ら
火
を
放
ち
、
乗

組
員
も
ど
こ
か
へ
逃
走
し
ま
し
た
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑫
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
五
月
十
日
付
書
簡
（
番
号
「
一
三

八
」
330
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
駿
府
（
静
岡
）
へ
移
り
静
岡
病
院
頭
並
と
し
て
医

療
と
そ
の
教
育
に
多
忙
な
日
々
を
送
る
】 

（
前
略
） 

 

昨
年
冬
以
来
、
御
地
に
て
高
岡
学
館
を
建
設
さ
れ
、
講
師
に
命
じ
ら

れ
た
と
の
こ
と
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
で
す
が
、
き
っ
と
医
業
の
お

差
し
支
え
に
も
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
道
の
為
、
ご
尽
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

（
中
略
） 

 
昨
年
四
月
、
慶
喜
公
の
お
供
で
水
戸
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
八
月

に
半
月
ば
か
り
江
戸
へ
帰
り
、
妻
と
倅
（
正
五
郎
）
を
連
れ
て
駿
府
（
静

岡
市
）
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
十
二
月
、
（
静
岡
）
病
院
頭
並
を
拝
命

し
、
駿
府
四
ツ
足
御
門
外
の
病
院
構
内
に
居
住
し
て
い
ま
す
。 

（
中
略
） 

 

こ
の
際
八
万
の
旗
本
は
、
出
処
進
退
を
銘
々
の
意
思
で
、
農
民
や
商

人
に
な
る
者
が
い
た
り
、
官
に
仕
え
る
者
も
い
ま
す
。
千
差
万
別
で
す

が
、
皆
等
し
く
困
窮
し
て
い
ま
す
。
お
供
の
同
僚
も
少
な
く
な
り
、
埒

も
な
い
こ
と
で
す
。 

 

但
し
、
道
の
為
、
世
の
為
、
傍
観
し
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の

で
、
昨
冬
以
来
大
い
に
病
院
建
築
の
件
を
建
白
し
て
、
漸
く
出
来
ま
し

た
。
林
研
海
（
洞
海
の
倅
で
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
六
年
し
た
、
学
術
抜
群

で
現
在
日
本
の
大
医
と
い
う
べ
き
人
で
す
）
が
病
院
頭
、
信
良
・
戸
塚

文
海
両
人
（
が
頭
並
で
）
御
役
金
三
百
五
十
両
、
御
手
当
金
百
五
十
両
、

御
扶
持
六
人
口
米
を
賜
り
ま
し
た
。
現
在
の
こ
の
時
局
の
な
か
、
あ
り

が
た
い
待
遇
で
す
。
身
分
も
大
い
に
昇
進
し
、
誠
に
以
て
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
多
分
こ
れ
で
家
計
が
成
り
立
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
但

し
、
こ
の
病
院
の
件
に
つ
い
て
、
皆
で
申
し
合
わ
せ
、
自
家
の
調
合
所

は
廃
止
し
、
毎
日
病
院
の
仕
事
の
み
に
従
事
し
、
病
人
の
診
察
、
病
家

の
見
舞
い
、
寄
宿
寮
書
生
へ
の
教
育
な
ど
、
殊
の
外
多
用
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。 

（
後
略
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

⑬
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
六
月
二
十
八
日
付
書
簡
（
番
号
「
一

四
七
」
367
ペ
ー
ジ
） 

ポ
イ
ン
ト
【
静
岡
病
院
閉
鎖
さ
れ
、
明
治
以
来
初
め
て
東
京
へ
。

洋
式
化
さ
れ
賑
わ
う
様
子
を
伝
え
る
】 

（
前
略
） 

 

高
岡
は
藩
札
引
替
の
件
に
つ
い
て
混
乱
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
ご
尤

も
に
存
じ
ま
す
。
他
の
県
も
同
様
と
の
こ
と
で
す
。 

 

東
京
は
日
を
追
っ
て
繁
盛
し
、
驚
く
ば
か
り
で
す
。
鉄
橋
、
煉
瓦
、

各
家
が
三
階
・
五
階
と
あ
り
、
随
所
が
賑
わ
い
騒
が
し
く
、
諸
寺
社
の

開
帳
や
博
覧
会
等
の
見
物
人
は
山
の
様
で
す
。
剣
術
大
会
が
大
流
行
し

て
お
り
、
そ
の
様
は
相
撲
と
同
様
で
す
。
小
学
校
が
各
町
に
出
来
、
四

民
は
混
ざ
っ
て
一
つ
に
な
り
、
馬
車
・
人
力
車
の
行
き
来
は
激
し
く
止

む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
に
目
覚
ま
し
い
こ
と
で
す
。 

（
後
略
） 

  

（
文
責 

高
岡
市
立
博
物
館
主
査
学
芸
員
・
仁
ヶ
竹 

亮
介
） 


